
環境問題を考える

カーボンニュートラルカーボンニュートラルのの
情報サイト情報サイトがが運用開始運用開始
　市内のカーボンニュートラルに関する情報を
集約したポータルサイトを公開しました。みん
なで協力して取り組み、カーボンニュートラル
の実現を目指しましょう。
■掲載情報（登録なしで閲覧可）
　動画などの子ども向け学習コンテンツや市・
企業の取り組み、補助金情報など。
　※�今後、登録企業一覧や賛同メッセージなど
を追加予定

■企業会員登録
　登録すると、企業名や企業のカーボンニュー
トラルに向けた取り組みをサイトに掲載。

カーボンニュートラルとは
　照明・家電製品・暖房などの使用で排出
される温室効果ガスの量と、植物が吸収す
る温室効果ガスの量を均衡させること。�

■市民賛同メッセージ
　メッセージやコンテンツへの感想を募集し、�
サイトに掲載。
申ポータルサイトの登録フォームに必要事項
を入力し申請。

問環境政策課☎225-2749
サイトはこちら

2050年
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催 し
インターナショナルティーサロン
　3月12日、14～16時。あつぎ市民
交流プラザ。茶道や楽器の演奏、
歌で外国籍市民と交流。日本語で
の会話も可。定員45人。無料。申
当日直接会場へ。問市民協働推進
課☎225-2215。先着順。

神奈川工科大学
厚木市子ども科学館の催し
■プラネタリウム特別番組
「銀河クルージング」
　2月26日、13時30分～14時10分。
双眼鏡で銀河や星団を楽しむ。定
員90人。200円（中学生以下50円）。
申当日9時から観覧券を販売。

■コスモシアター・
春のプラネタリウム番組
　3月4日～5月28日。毎日＝15時～
「プラネタリウムでチコちゃんに
叱られる！チコとキョエの宇宙大
冒険！無知との遭遇」。水曜（3月
29日は除く）＝11時～「きらきら
タイム」。土・日曜、祝日、春休み
（3月26日～4月4日）＝10時～「土
曜：きらきらタイム」「土曜以外：
ムーミン谷のオーロラ」、11時30分
～「ハナビリウム・花火って、なん
であるの？」、13時30分～「いきも
の目線・動物ぐるり！超接近」。各
回45分。番組前半は春の星座解説
（10時の回は除く）。各回90人。
200円（中学生以下50円）。申当日
9時から観覧券を販売。
■字幕付きプラネタリウム
「見えない宇宙に挑む」
　3月18日、13時30分～14時15分。
日本語字幕とナレーション付きの
番組。定員90人。200円（中学生
以下50円）。申当日9時から観覧券
を販売。
■大人のためのプラネタリウム「Era世
界最小編成プログレッシブロックバンド」
　3月18日、18～19時。バイオリン
とギターの生演奏。15歳以上90人
（中学生は除く）。200円。申2月26日

（年間パスポートを持つ方は25日）
9時から電話で受け付け。
●科学工作教室
「電子工作とスイッチ」
　3月25日、13時40分～15時40分。
スイッチの働きを工作で学ぶ。小
学生以上24人（付き添いの方も要
予約）。無料。申3月4日から講座
予約システムへ。
■昼寝タリウム
　木曜（3月2日を除く）、12時15分
～12時45分。満天の星の下、ゆっ
たりと過ごす。定員90人。200円
（中学生以下50円）。申当日9時から
観覧券を販売。
　いずれも会場、問い合わせは子ど
も科学館☎221-4152。先着順（●
は抽選）。
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　3月11・12日、10～16時。厚木商
工会議所。二足歩行ロボットが格
闘技などで競う世界大会。無料。
申当日直接会場へ。問ロボットゆ
うえんち☎225-5210。

　新型コロナウイルスの影響で掲載の催しが中止となる場合や、利用に
制限のある施設があります。市HPで随時お知らせします。

《「催し」は2面に続きます》
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《日時》　�3月27日　13時50分～16時
《場所》　アミューあつぎ
《上映作品》　�この世界の片隅に
《対象》　�市内在住在学の18歳以下56人� �

（中学生以下は保護者同伴可）
申電話またはEメールに〒住所、氏名、年齢、
電話番号を書き、3月20日までに福祉総務課
☎225-2200・ 1900＠city.atsugi.kana�
gawa.jpへ。抽選。

　あつぎのえいがかんkikiで、平和の大切
さや戦争の悲惨さを学ぶ映画を上映します。

　2050年カーボンニュートラルの実現に向け、小・中学校の省エネルギー化を進めてい
ます。22年度は、戸田小・睦合東中学校の照明をLED器具に更新。23年度は相川小・
依知中学校を更新し、計画的に全小・中学校のLED化を進めます。

環境に
優しく

問教育施設課☎225-2601

小・中学校の照明器具をLED化

LED化の概要

•�戸田小665カ所、睦合東
中1012カ所の照明器具を
交換

•�従来の照明に比べ消費電
力を約50％カットし、二
酸化炭素排出量も半減

•�従来よりも明るくなり、
快適な学習環境を整備

再エネ電力を導入

　昨年12月、小・中学校全36校と
市役所本庁舎に再生可能エネル
ギー電力を導入しました。
•�37施設の年間使用電力約820万
㌔㍗時が再生可能エネルギーへ

•�年間約3215㌧の二酸化炭素排出
量を削減
問環境政策課☎225-2749LED照明器具に交換した教室

無料

　　市内の農園で、イチゴが旬を迎えています。もぎ市内の農園で、イチゴが旬を迎えています。もぎ
取りできる農園で、摘みたてならではの完熟イチゴ取りできる農園で、摘みたてならではの完熟イチゴ
を味わいませんか。を味わいませんか。

もぎ取りができるイチゴ園
内海いちご園内海いちご園（下津古久696）☎228-6967（下津古久696）☎228-6967
杉山いちご園杉山いちご園（戸田1822）☎090-5213-0922（戸田1822）☎090-5213-0922
清田苺園清田苺園（戸田1759）☎228-6857（戸田1759）☎228-6857
わだいちご園わだいちご園（平塚市大神216-1）☎229-3415（平塚市大神216-1）☎229-3415
※�予約が必要です。料金や営業時間など詳しくは� �※�予約が必要です。料金や営業時間など詳しくは� �
市観光協会HPに掲載。市観光協会HPに掲載。

イチゴ狩りイチゴ狩り
厚木厚木でで楽楽しむしむ

⃝問農業政策課☎225-2801

厚木の巡礼道をたどる
　3月4日、9時30分～12時30分。
妻田薬師から八幡神社を通り飯山
弘
こう

徳
とく

寺までをたどる。定員25人。
500円（資料・保険代）。申2月15
～25日に東丹沢七沢観光案内所☎
248-1102へ。先着順。

あつぎ介護フォーラム́ 22
　2月26日、14～16時。あつぎ市
民交流プラザ。人生の最期と生き
方を考える。病院・施設・訪問看
護師・行政からのレクチャーや医
師・歯科医師・薬剤師会ブース、
企業展示などもあり。無料。申当
日直接会場へ。問厚木医療福祉連
絡会☎222-1259。

講　座
市民協働スキルアップ研修
　3月23日、14～16時。あつぎ市民
交流プラザ。市相談員からボラン
ティアの始め方や動向などの基礎
を学ぶ。ボランティアに関心があ
る方20人。無料。申電話またはE
メールに〒住所、氏名、性別、年
齢、電話番号、ボランティア経験の

有無を書き、2月28日までに市民協働
推進課☎225-2101・ 2800@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。

情報プラザのパソコン講座
■初心者向け文書作成講座
　3月1・8・15日（全3回）、13時10
分～。文書作成ソフトで文字入力、
表や図形の使い方などを学ぶ。定
員12人。1500円。
■中・上級者向け表計算講座
　3月5・12日、①9時50分～②13時
10分～（12日は午前のみ。全3回）。
表計算ソフトで関数やグラフ、デー
タの保護方法などを学ぶ。定員12
人。1500円。
■初心者向けカレンダー作成講座
　3月7日、13時10分～。表計算ソ
フトで写真やイラストを入れたカ
レンダーを作り、基本操作を学ぶ。
定員12人。500円。
■未経験者向けパソコン入門講座
　3月10・17・24・31日（全4回）、13
時10分～。マウス・キーボード操作、
文字入力、インターネットなどの基
礎を学ぶ。定員12人。2000円。
■初心者向け住所録作成講座
　3月14日、13時10分～。表計算
ソフトで住所録を作り、データ入力
や文字の装飾、印刷などを学ぶ。
定員12人。500円。
■子ども向けプログラミング講座

　3月19日、①9時50分～②13時10
分～。絵や図を使いコンピュー
ターの仕組みを知り、プログラミ
ングの楽しさを体験。小学3～6年
生各回12人。無料。
　いずれも会場は情報プラザ。各
回120分。費用はテキスト代他。
申電話またはハガキに講座名、
〒住所、氏名、年齢、電話番号、
市外在住の方は勤務先または通学
先を書き、2月23日（必着）まで
に〒243-0021岡田3050情報プラザ
☎220-2711へ。抽選。

JAあつぎの講座
■はちみつ料理講習会
　4月12日、10時30分～12時。はち
みつを使った料理の実演。市内・
清川村在住の方20人。
◆みんなのよい食プロジェクト・
春キャベツ＆青菜
　4月20日、10～12時。春キャベツ
と青菜を使った料理の実演と実習。�

市内・清川村在住の方14人。
　いずれもJAあつぎ本所。■600円
◆1100円（材料費他）。申2月28日か
らJAあつぎ☎221-6881へ。先着順。

年金セミナー
　3月18日、10～12時。あつぎ市
民交流プラザ。年金制度を基礎か
ら学ぶ。市内在住在勤在学の20歳
以上15人。無料。申電話またはファ
クスに〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話・ファクス番号を書き、
3月3日までに勤労者福祉サービス
センター☎206-4151・ 206-4611
へ。抽選。

小学生と成人初心者
グラウンド・ゴルフ講習会
　2月19日、①9時～②12時～。2月
25日、③9時～④12時～。厚木青
少年広場。初心者や近隣市町村の
小学生と家族各回20人。300円（テ
キスト代。小学生無料）。用具貸し
出しあり。
　いずれも各回120分。申 2月15
日～開催日の3日前にファミリー
グラウンド・ゴルフ協会・熊谷☎
221-3835へ。先着順。

子育て
ベビーマッサージ
　3月①3日②17日、10時30分～11
時30分。あつぎ市民交流プラザ。
オイルを使ったマッサージで赤
ちゃんとの触れ合い方を学ぶ。市
内在住の生後1～6カ月の赤ちゃん
と保護者10組（既受講者を除く）。
300円（オイル代）。申①2月15～24
日②3月1～10日に子育て支援セン
ター☎225-2922へ。抽選。

平和を学ぶ平和を学ぶ
映画上映映画上映

２



あつぎ
郷土博物館館學藝員のススメ

　開催中の企画展「人形とともに・
相模人形芝居の50年」は、国指
定の重要無形民俗文化財･相模
人形芝居の展示会です。
　テーマの一つは人形の「かしら」
です。どんな材料で、どのように作
られ、他のかしらとどう違うのか
を実物で紹介しています。
　例えば、阿波淡路の人形は大
ぶりです。劇場で演じられる文楽
とは違い、田舎の小屋でやること
が多いため目立たせる必要があっ
たのではないかと、人形師の甘利
洋一郎さんは言います。では、神
楽殿での公演も多かった市内の長
谷・林座をはじめとする県内の人

について考える講
演会にもぜひ参加
してみてください。

施設案内▲
問あつぎ郷土博物館☎225-2515

第41回 　博物館の学芸員が、あれ
これを語り倒すコーナー。

槐
えんじゅ

　真
ま さ

史
し

詳しくは博物館HPに掲載

申 3月3日までに病院総務課☎221-1570
へ。抽選。

　応急手当の必要性や
心肺蘇生法、自動体外
式除細動器（AED）
の取り扱いなどを学ぶ
講習会を開催します。

《日時》　�3月16日　14～15時
《場所》　�市立病院
《定員》　�40人
《費用》　�無料

かしらが語る歴史
大野 一郎

形芝居のかしらが小ぶりなのは
なぜでしょうか。その答えはぜひ
博物館で確認してみてください。
　先人から使い込まれてきたかし
らは、その歴史を語りかけてきます。
展示会では、普段は収蔵庫に収ま
り見ることのできない人形のかしら
を借用し展示しています。人形芝
居の芸能史的な意義、その継承

《日時》3月18日　9～12時
《場所》消防本部
《対象》市内在住在勤在学の中学生以上10人
《費用》無料
　申 2月15～27日に救急救命課☎223-9365へ。抽選。

　「患者支援センターの役割」をテーマ
に、退院支援や同行訪問などを解説し
ます。

◀ 

左
か
ら
阿
波
淡
路
、
文
楽
、

相
模
の
文
七
か
し
ら
（
甘
利

洋
一
郎
氏
製
作
）

親子ふれあい遊び
■1歳児
　3月10日。市内在住の1歳児と保
護者15組。
◆2歳児
　3月24日。市内在住の2歳児と保
護者15組。
●生後7カ月～歩き始めの子ども
　3月28日。市内在住の生後7カ月
～歩き始めの子どもと保護者10組�
（既受講者を除く）。
　いずれも10時30分～11時20分。
あつぎ市民交流プラザ。親子で触
れ合い遊びを楽しむ。無料。申 3
月■3日◆17日●20日までに子育て
支援センター☎225-2922へ。抽選。

募　集
外国籍市民交流委員会の
委員
　外国籍市民交流事業を企画・運
営する委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②健康で外国
籍市民との交流に理解や熱意があ
る―の全てを満たす方15人《任期》
5月1日～（2年間）《謝礼》金券
2000円程度。申総合相談コーナー
や市HPにある申込書を直接また
は郵送、ファクス、Eメールで�
3月15日（必着）までに〒243-8511
市民協働推進課☎225-2215・
221-0275・ 2800@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。書類選考あり。

学校給食センターの運営委員
　給食費や設備の充実などを審議
する委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学ま
たは市に納税義務があり応募日現
在18歳以上②平日昼間の会議（年
2回程度）に出席できる③他の審
議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》6月1日～（1年間）
《報酬》日額7800円（交通費含む）。
申学校給食課や市HPにある申込
書を、直接または郵送、ファクス、

Eメールで3月15日（必着）まで
に〒243-0211三田550-1北部学校
給食センター☎225-2653・ 243-
1018・ 8250@city.atsugi.kana�
gawa.jpへ。書類選考あり。

花未来事業ボランティア
　春と秋の2回、公園の花壇に花
を植えて育てるボランティアを募集
します。
　《対象》継続的に活動できる5人
以上の団体。活動中の団体への加
入も可能。詳しくは市HPに掲載。
申公園緑地課☎225-2412へ。

あつぎ市民交流プラザの
ロッカー使用者
　《利用条件》1団体1台《使用期
間》4月1日～（1年間）《使用料》
1カ月500円。申あつぎ市民交流プ
ラザや市HPにある申請書を直接、
3月1～10日にあつぎ市民交流プラ
ザ☎225-2510へ。抽選。

スポーツ推進審議会の委員
　スポーツの推進を調査・審議す
る委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②平日昼間の
会議（年3回程度）に出席できる
③他の審議会などの委員でない④
市の職員・議員でない―の全てを
満たす方3人《任期》6月1日～（2
年間）《報酬》日額7800円（交通
費含む）。申スポーツ推進課や市

HPなどにある申込書を、直接ま
たは郵送、ファクス、Eメールで
3月17日（必着）までに〒243-8511
スポーツ推進課☎225-2531・
223-0044・ 8850@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。面接あり。

地域包括ケア推進会議の
委員
　地域包括ケア社会の実現に向け
た取り組みを協議する委員を募集
します。
　《対象》①市内在住で応募日現
在18歳以上②平日昼間の会議（年
4回程度）に出席できる③他の審
議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》5月1日～（2年間）
《報酬》日額7800円（交通費含む）。
申地域包括ケア推進課や公民館、
市HPにある申込書と応募動機
（400字程度）、小論文（600字程度）
を書き、直接または郵送、Eメール
で3月31日（必着）までに〒243-
8511地域包括ケア推進課☎225-
2047･ 1910@city.atsugi.kana�
gawa.jpへ。書類選考あり。

駅前のデジタルサイネージ
「あつナビ」の広告
　《場所》本厚木駅北口広場8台、
本厚木駅南口6台、愛甲石田駅前2台�
《時間》6～24時《期間》1カ月～《内
容》5分間隔で1枠15秒を放映。最
大6枠90秒。申広報課☎225-2040
で随時受け付け。審査あり。掲載
希望・費用は㈱横浜メディアアド
☎045-450-1808へ。

お知らせ
2月は省エネルギー月間
　冬はエネル
ギーの使用が増
える季節です。
家庭や事業所な
ど、電気は上手
に使いましょう。�
問環境政策課☎
225-2749。

応急手当応急手当
普通救命講習会普通救命講習会
（小児・乳児）（小児・乳児）

《日時》3月8日　10～12時
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《対象》�市内在住の方20人� �

※座りながらの参加も可
申 2月24日までに健康づくり課☎225-2201
へ。抽選。

　みんなで楽しくあゆコロちゃん体操を
覚えませんか。指導員が丁寧にレクチャー
します。

無料

あゆコロちゃん体操講座あゆコロちゃん体操講座

《「お知らせ」は4面に続きます》

市立病院市立病院
講演会講演会

３2023(令和５)年２月15日
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この年どんな年（1981年）
　2月16日～3月26日。中央図書館。
1981年を振り返った体験談や感想、�
関連図書などを掲示。問中央図書
館☎223-0033。

電子母子手帳アプリ
「母子モ」リリース
　スマートフォンなどで妊娠期の
体調管理や子どもの予防接種のス
ケジュール管理などができます。
詳細は市HPに掲載。問健康づく
り課☎225-2203。

文化芸術・生涯学習に関す
るアンケートに協力を
　文化芸術・生涯学習施策の基礎資�
料とするアンケートを実施します。

　《期限》3月15日《回答方法》市
HPから回答。問文化生涯学習課
☎225-2508。

及川グラウンド・ゴルフ場
がオープン
　《日程》3月1日《場所》及川722-�
2《面積》6515平方㍍《利用可能
時間》4～9月＝8～16時、10～3月
＝9～17時《使用料》無料。申2月
15日からスポーツ推進課☎225-25�
30へ。

全国一斉！建築物防災週間
　建築物防災週間に合わせ、相談
窓口を設置します。
　《日時》3月1～7日、10～17時（土・
日曜は除く）《場所》建築指導課。
問建築指導課☎225-2434。

年金手帳を紛失したとき
　2022年3月に年金手帳の再発行
は終了しました。手帳を紛失した
場合は、基礎年金番号通知書の再
交付を申請してください。年金の
加入状況で申請先が異なります。
申国民年金第1号被保険者＝本人
確認書類を持ち、厚木年金事務所

　社会福祉の増進・向上の貢献者
や社会福祉関係功労者など、59の
個人・団体を表彰しました（敬称
略・順不同）。
� 問福祉総務課☎225-2200
■市長表彰
　《社会福祉功労表彰》佐藤由利
子、竹原由美惠、小泉京子、相田
清、中村靜子、志村利夫、清水節
男、長尾久美子、荻山清治、大塚
清一、座間清二、福丸孝司、尾﨑
勇、北條昌彦、巻山協子、農田秀
夫、庄子安美、吉野加代子、山中
利子、吉村喜代美、田中志津子、
小澤泰美、上野正道、平尾裕美、
亀井厚子、飯島三重子、瀧本剛、
沼崎ケサ子、橋本美重子、髙橋伸
夫、片岡俊治、木売場かがやきク
ラブ、鳶尾九十九会、長谷長寿会
他7人《介護表彰》三浦徳生、横
濱勝子、篠崎あゆみ、石垣みどり、
吉田昌由、田母神祐樹、細貝英祐、
髙野行將、金川裕美子、坂井健二
他2人《保育士表彰》山崎ひと美、
倉林洋子、大本昌枝、栄智恵子、
伊藤恵子《感謝状》全国県人会連
合会
■紹介福祉作文
　牛込美咲（南毛利小5年）、作品
名＝みんな友達になれる社会
　木下永琥（依知中2年）、作品名
＝高齢者の地域支援について

☎223-7171または国保年金課へ。
厚生年金加入者（第2号被保険者）
と配偶者に扶養されている第3号
被保険者＝勤務先へ。問国保年金
課☎225-2121。

厚木野球場にウォーター
サーバーを導入
　SDGsの取り組みのマイボトル
持参を促進するため、ウォーター
サーバーを設置しました。どなた
でも無料で使えます。問スポーツ
推進課☎225-2530。

にぎわい美化清掃
　金曜、15時～15時30分（雨天中止）。�
本厚木駅周辺のゴミを拾う。参加
者にはまちのコイン「アユモ」を
進呈。申当日直接セーフティステー
ション番屋へ。問商業にぎわい課
☎225-2840。

コロナ禍のイベント開催
　市内でのイベントは、感染防止
安全計画の策定などによる基本的
な感染対策を前提に、収容定員で
実施することが可能になりました。�
問健康長寿推進課☎225-2174。

移動図書館

わかあゆ号 問中央図書館☎223-0033

貸し出しは１人10冊まで。
雨天中止。3月

7日
ｴｽﾃｽｸｴｱ本厚木
勝見公園
緑ｹ丘北公園

13:30～14:00
14:30～15:00
15:30～16:00

8・22日
たちばな幼稚園前
そりだ公園
妻田東児童館

13:15～13:45
14:15～15:00
15:30～16:00

9・23日
くすのき公園
山際公園
西ﾉ久保公園

13:30～14:00
14:30～15:00
15:30～16:00

10・24日
宮の里公園
下戸田菅原神社
上戸田児童館

10:30～11:30
14:00～14:45
15:15～16:00

14・28日
まつかげ台中公園
大谷公園
鳶尾児童館

13:30～14:00
14:15～15:00
15:30～16:00

1・15・29日
愛名第二公園
愛甲宮前公園
愛甲児童館

13:30～14:10
14:45～15:15
15:30～16:00

2・16・30日 長谷公園
毛利台児童館

14:30～15:10
15:30～16:00

3・17・31日
子合児童遊園
本厚木ｽｶｲﾊｲﾂ
山際児童館

10:30～11:30
14:00～14:45
15:30～16:00

1日 上依知・妻田 14日 三田・まつかげ台

2日 森の里・戸室・厚木ガｽリセ 15日 下古沢・温水恩名

3日 古松台 16日 愛甲原・上落合

6日 荻野 17日 妻田東・七沢

7日 中依知 20日 愛甲・小野

8日 宮の里 22日 山際・緑ｹ丘・金田

9日 飯山中部・及川 23日 下川入・上戸田

10日 鳶尾・上荻野 24日 岡田・藤塚

13日 中戸田

　厚木ガスリセ以外は全て児童館。保護者・子ども同士
の交流と子育て相談の場。小学校就学前の子どもと保護
者《時間》10時15分～11時45分。申当日直接会場へ。

子育てサロン移動

問子育て支援センター☎225-2922
3月

　厚木東高校の皆さ
んと生け花を楽しん
でみませんか。

《日時》3月11日　10～12時
《場所》厚木東高校
《内容》�華道部の先生から生け花を

学ぶ
《定員》15人
《費用》1500円（花代）
申ハガキ、Eメールに〒住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を書き、
3月1日（必着）までに〒243-8511文化
生涯学習課 0350@city.atsugi.kana�
gawa.jpへ。抽選。

リカレント講座参加者
募集

会　場 日　程 催し名

あつぎ
アートギャラリー
（�ｱミューあつぎ5階
あつぎ市民交流プラザ）

3月4・5日 フランｽベッド工場直送フェｱin厚木

3月16～18日 創立70周年東洋羽毛「眠りを楽しむ特
別展示販売会」

3月24～26日 2023ｱトリｴ・トロッコ作品展〈こど
もの絵と工作〉

ロードギャラリー
（厚木地下道） 3月17日～4月19日

令和4年度厚木市立小・中学校元気ｱッ
プｽｸール展

ｱートサーｸルさくら展示会

問あつぎ市民交流プラザ
☎225-2510

3月の

◆厚木山歩会　月2回。近郊から3
千㍍級までの登山を楽しむ。市内
または近隣在住の70歳未満。年会
費6000円（資料代）。問首藤☎223-
3299。
◆Eng-Joy　第2・4木曜、12～15
時。あつぎ市民交流プラザ。アメ
リカ人の女性講師と教材を使った
英会話やフリートークを楽しむ。
定員3人。月会費2000円（講師代）。
問生田☎090-7702-1590。

◆さがみ愛甲ペン習字　第2・4土
曜、10～12時。愛甲公民館。文字
をきれいに書く方法を学ぶ。20歳
以上。月会費1900円（教材費・講師
代）。問後藤☎080-1147-2528。
◆スペア・タイム　木曜（月2回）、
10時～11時30分。あつぎ市民交流
プラザ。自由に英会話を楽しむ。
月会費3000円（講師代）。問佐藤☎
223-8789。
◆服飾文化研究会　火曜（月2回）、�
9時30分～11時30分。あつぎ市民交
流プラザ。着物の着付け教室。20
歳以上の女性。月会費1500円（資
料・講師代）。問倉持☎224-7805。

伝言板
サークルの
情報などを
紹介。

問文化生涯学習課☎225-2512

社会福祉の向上に貢献した
方を表彰
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春の火災予防運動

問予防課☎223-9370

　期間中、消防本部や消防署、消
防団が巡回広報や立ち入り検査を
実施します。
《吹鳴試験》3月1日　7時
市内全域でサイレンを鳴らします。

３月
1～７日市民農園の利用者を募集市民農園の利用者を募集

市立病院に
手術支援ロボットを導入

全世代全世代ががへルメットへルメットのの着用着用をを

　市内の市民農園で、野菜作りに汗を流しま
せんか。� 問農業政策課☎225-2800

《期間》4月1日～2025年2月28日（更新可）
《対象》市内在住在勤在学の方
《農園名・面積・募集区画数》
　◆中荻野ファミリー農園＝30平方㍍3区画・60平方㍍1区画
　◆三田ファミリー農園＝20平方㍍6区画・30平方㍍3区画・60平方㍍1区画
　◆依知ファミリー農園＝30平方㍍1区画
　◆飯山ファミリー農園＝20平方㍍1区画・60平方㍍1区画
　◆山際A農園＝4区画／三田B農園＝9区画／三田C農園＝2区画
　　／小野D農園＝12区画・各16.5平方㍍
　◆飯山H農園＝33平方㍍1区画
《年間料金》
　16.5平方㍍4200円、20平方㍍4800円、30平方㍍6600円
　33平方㍍7200円、60平方㍍1万3200円

申ハガキ、ファクス、Eメールに〒住
所、氏名、電話番号、農園名、面積
を書き、2月28日（必着）までに〒243-�
8511農業政策課 223-0174・ 3600
＠city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。
1世帯1区画まで。

スローガンスローガン
お出かけは�マスク戸締り�火の用心お出かけは�マスク戸締り�火の用心

手術支援ロボット（ダビンチXi）の概要
　本体・操作台・助手用モニターで構成され、術者
は3Ｄモニターを見ながら本体を遠隔で操作し手術
を実施。術者の手指の動きとロボットアームが連動
する。

対象の手術　
　前立腺・腎臓・直腸の悪性腫瘍など

今後の予定　
　3月下旬に納品され、準備期間を経て8月に手術を
開始。

導入のメリット
・�これまでの腹腔鏡手術に比べて傷口が小さく、体
への負担が少なくなる。
・�より正確な手術ができ、医療安全上のリスクを減
らせる。

新・自転車利用安全五則
①��車道が原則、左側を通行。歩道は例外、歩行
者を優先

②�交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
③�夜間はライトを点灯
④�飲酒運転は禁止
⑤�ヘルメットを着用　※以前は子どものみ

　昨年11月、15年ぶりに自転車安全利用五則が改定さ
れ、ヘルメット着用を推奨する対象が全世代に広がり
ました。ルールを守り、自転車を利用しましょう。
� 問交通安全課☎225-2760

　この標識のある歩
道は自転車も通行可

市のヘルメット購入費助成
《対　象》購入日に市内に住所がある方
《助成額》上限1000円（1人につき1個）
申交通安全課や公民館などにある申請書
と現住所が分かる運転免許証や学生証を
持ち、3月31日までに協力店舗へ。

４本のロボットアームが術者の手指に連動

　市内で手術支援ロボットによ
る手術が受けられるようになり
ます。
� 問市立病院☎221-1570

より高度で
安全な医療を
市立病院　院長
長谷川　節

　手術支援ロボットによる手術
は、患者さんの体への負担が少
なく、より繊細な手技を正確に
行えます。これからも、高度で
安全な医療を届けていきます。

術者は３Ｄモニターを見ながら操作

自転車安全利用五則が改定

詳細は病院HPに掲載▶
※写真はデモ機

一時停止

自転車・歩行者専用

一方通行

道路標識は自転車にも適用

詳細は市
HPに掲載▼

詳細は市
HPに掲載▶

ヘルメット着用状況別の致死率

約2.2倍

0.26

(％) 0.59

着用 非着用
出典：警察庁ウェブサイト(2019～21年の合計）

0.0

0.2

0.4

0.6
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厚木で働きませんか

　厚木地区の13病院が一
堂に会して、就職相談会
を開催します。

あつぎ地区看護職
合同就職相談会

（※）実施医療機関一覧

　12歳以上で初回接種を終え、最終接種日から３カ月経過した方
に集団・個別接種を実施しています。

住所や電話番号、予約方法などの詳細は市HPや接種券同封のチラシに掲載

市コールセンター☎0570-054-666

■集団接種
　《接種場所》老人福祉センター寿荘
　《予約方法》電話または市HPから予約

　《2・3月の接種時間》　金曜…12～19時、土曜…9～16時
　（2月18日、3月18日は除く。3月の金曜は17・24日のみ）
　《ワクチン》ファイザー社製（3月4日はモデルナ製）

地区 医療機関名 備考

厚木

近藤病院 オ
本厚木かかりつけクリニック オ
有泉こどもクリニック オ　乳　小
イオン厚木オアシス診療所 オ
わたなべ泌尿器科クリニック オ
笹生循環器クリニック オ　
佐々木内科クリニック オ
星こどもクリニック オ　小
あつぎファミリークリニック オ
並木産婦人科本厚木駅前クリニック オ
酒井医院 オ　乳　小
塩塚小児科 小
厚木市立病院 オ　乳　小
厚木中町クリニック オ
うめぞの内科クリニック オ
つるくぼ耳鼻咽喉科 オ
ゆみの内科クリニック オ
井上耳鼻咽喉科医院 オ
厚木循環器・内科クリニック オ
厚木整形外科 オ

相川 高橋内科医院 オ　乳　小

地区 医療機関名 備考

睦合

林眼科クリニック オ
古屋産婦人科医院 オ
妻田内科クリニック オ　乳　小
ちどりこどもクリニック オ　乳　小
並木産婦人科クリニック オ
厚木胃腸科医院 オ
鈴木内科クリニック オ
田島外科 オ
丸山内科クリニック オ
もうえクリニック オ

依知
神奈川中央病院 オ
徳川ファミリークリニック オ
箕浦メディカルクリニック オ　乳　小

南毛利

落合医院 オ　乳　小
とうめい厚木クリニック オ
戸室耳鼻科 オ
トレリス内科クリニック オ
石井耳鼻咽喉科医院 オ
今岡医院 オ
湘南厚木病院 オ
はせべ内科医院 オ

地区 医療機関名 備考

南毛利

重田内科医院 オ
すずき糖尿病内科クリニック オ
南毛利内科 オ
あおぞらこどもクリニック 乳　小

緑ケ丘 池田クリニック オ　乳　小
窪田医院 オ

玉川

厚木佐藤病院 オ
神奈川リハビリテーション病院 オ
亀田森の里病院 オ
黄金井形成外科小児科クリニック オ
AOI七沢リハビリテーション病院 オ

小鮎
松田内科クリニック オ
米澤外科内科 オ
梶浦医院 オ　乳　小

荻野

住友内科医院 オ　
あらかわクリニック オ　乳　小
林医院 オ
馬嶋医院 オ　小
鳶尾診療所 オ　乳　小
荻野クリニック オ
ひだかクリニック オ

■個別接種
　《接種場所》市内61医療機関（※）
　《ワクチン》ファイザー社製

詳細はこちら

オ…オミクロン株対応ワクチン　　乳…6カ月～4歳ワクチン　　小…5～11歳ワクチン

予約サイト

ワクチン接種情報
　接種期間は3月31日までです。接種を希望する
方は早めに予約をお願いします。

問市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンター☎0570-054-666

新型コロナウイルス関連情報

　�申3月20日までに市HPまたは相談窓口で申し込み。接種
券に同封してある場合は申請不要。

　申3月20日までに市HPまたは相談窓口で申し込み。

　《対象》自宅から接種会場までの移動が困難な方
　《助成額》�1人500円分（接種のための移動以外には利

用不可）

　市外・国外で接種後、市内に転入した方は接種券の
発行申請が必要です。

接種会場までのタクシー費用の一部を助成

市内に転入した方などの接種券発行申請

※情報は2月2日時点

　いずれも上映終了未定。鑑賞料、上映時間
などの詳細は、直接劇場へ。
問あつぎのえいがかん�kiki☎240-0600

バンバン！

2月10日～フラッグ・デイ　父を想う日

チョコレートな人々

モリコーネ　映画が恋した音楽家 2月17日～

ノースマン　導かれし復讐者

2月24日～いちばん逢いたいひと

ドリーム・ホース

FALL/フォール

3月3日～対峙

�バニシング・ポイント�4Kデジタル
リマスター版

申当日直接会場へ。

《日時》3月5日 12時30分～15時30分
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《内容》厚木地区の病院による説明会と市内看護
　　　 校などによる相談コーナー
　　　（キッズスペースあり）
《対象》�看護職を目指す方、子育てや休職中で職場

復帰を考えている方

問健康長寿推進課☎225-2174 問議会総務課☎225-2700

5～11歳
ワクチン

詳細はこちら

詳細はこちら

　《ワクチン》小児用ファイザー社製
　《接種間隔》�2回目…1回目接種から3週間後
　　　　　　 3回目…2回目接種から5カ月後
　《接種場所》市内16医療機関（※）

5～11歳の接種　《ワクチン》乳幼児用ファイザー社製
　《接種間隔》 2回目…1回目接種から3週間後
　　　　　　 3回目…2回目接種から8週間後
　　　　　　 接種時期により、3回目まで接種できない場合があります。
　《接種場所》市内13医療機関（※）

6カ月～4歳
ワクチン

6カ月～4歳の接種（3回1セット）

オミクロン株対応ワクチン接種

●本会議予定日（９時～）
　3月3日……議案など質疑
　3月9・10・13日…… 一般質問
　3月27日…… 委員長報告･討論･採決
●常任委員会・分科会予定日（９時～）
　3月3・24日……予算決算（3日は本会議終了後）
　3月15日……総務企画
　3月16日……市民福祉
　3月17日……環境教育
　3月20日……都市経済
■広報広聴特別委員会
　3月27日（本会議などの終了後）

市議会
２月定例会議
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■広報紙部門（市部）

■広報写真部門
� （組み写真）

感染を防ぐ
� 対策と備えを

　新型コロナウイルスに加え、インフルエンザが
流行する季節です。感染を防ぐには一人一人の基
本的な予防が大切です。万が一に備えた準備をし
ましょう。

問健康長寿推進課☎225-2174

季節の味をお届け
　この時期、旬の果物といえばイチゴです。
今回は市内の農園でイチゴ狩りを体験リポー
トしてきました。
　農園で出合った赤く色付いたイチゴはかわ
いらしく、食べてみるととても甘くておいし
い！お店で買ったイチゴをわくわくしながら
家で食べることが多かったのですが、摘みた
てをその場で味わう完熟イチゴは格別のおい

しさでした。
　リポートでは、農園の方においしいイチゴの
見分け方や採り方などを教わりました。品種は
もちろん、育て方によって大きさや色、味も全
く違うものになると知りました。体験を通して、
完熟の味や摘み取る楽しさなど、イチゴ狩りの
魅力が再発見でき、私の中にあったイチゴの
イメージがガラッと変わりました。
　イチゴがおいしい季節、また楽しみたいと
思います。市
内近郊には六
つのイチゴ狩
りができる農
園があります。
ぜひ皆さんも
楽しんでみては
いかがですか？

市民リポ
ーター

市民リポ
ーターがが

活動活動をを紹
介紹介

多くの品種が味わえる

市民リポーター
末次 由樹さん（32）

■発熱やのどの痛みなど症状が出たら

■療養期間など

もしもの時は

基本的な感染予防策の徹底と備え

詳細は市ＨＰに掲載

下の簡易フローチャートを参考にしてください。

重い症状が
　症状が出たら医
療・一般用抗原検査
キットで検査をお願
いします。

市
販
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で
検
査

陰
　
性

ない

該当

非該当

陽
　
性

ある
または小学生以下

①小学生以下②65歳
以上③入院を要する
④妊婦⑤重症化リス
クがあり、コロナ治療
薬の投与または酸素
投与が必要と医師が
判断―のいずれかに

◆小まめな手洗いや状況に応じたマスクの着用、効果的な換気などを徹底。
◆会食は短時間・少人数で。会話をする際はマスクの着用。
◆体調に異変を感じたら外出を控え、かかりつけ医や相談窓口に連絡。

◆ 症状がある場合は症状軽快から24時間経過後、無症状の場合は検査日以降
から食料品の買い出しなど必要最小限の外出が可能。

◆ 無症状で5日目に抗原検査キットで陰性が確認できれば、6日目に療養解除
となり出勤・登校などが可能。

● 同居の家族が陽性の場合は、発症日または住居内で感染対策をした日のい
ずれか遅い日が0日目。

● 最終接触から2・3日目に抗原検査キットで陰性が確認できれば待機期間が
短縮でき、3日目以降は解除。

療養証明書の発行
　2022年9月26日以降に療養を開始した65歳以上、入院を要する、妊婦な
どに該当しない方は、証明書が発行されません。証明が必要な場合は、検
査結果が分かるものなどを代替書類として利用できる可能性があります。

◆ 医療用または一般用抗原検査キットを1人につき2セット以上常備。自宅療養
に備え、食品・日用品なども用意。

経過観察
　症状が続く、または重くなる場合は再度抗原検査キット
で検査。

陽性者登録窓口
　登録をすると、健康観察などの療養支援が受
けられる。

音
　
声
　
案
　
内 マスク飲食実施店認証制度相談

その他

発熱や咳
せき

などの症状のある方、
感染の不安のある方、健康･医
療、診療できる医療機関の案内、
陽性者登録窓口、濃厚接触者の
ことなど

1

2

4

新型コロナウイルス
感染症専用ダイヤル

1全日（24時間）

0570-056-774
045-285-0536☎

24
　平日（9〜17時）

オンライン診療
　スマートフォンなどで、予約・問診・診察・
処方・決済までを電話やインターネットで実施。

発熱診療（対面）
　熱や咳

せき

などの症状がある場合に診療・検査が
可能な医療機関を県が指定。

問県新型コロナウイルス感染症
専用ダイヤル☎0570-056-774

《受賞号》22年3月1日発行号
　　　　 特集：性差と役割

《受賞号》
　22年12月1日発行号
　特集：垣根のない学校

4年連続

広報あつぎが
2部門で最優秀賞

問広報課☎225-2040

陽性者

濃厚接触者

0日目 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目
有
症
状

発
症
日

療　養　
出
勤
・
登
校

な
ど
が
可
能
に

検温など
自身で健康

状態の確認など

無
症
状

検
査
日

　　　　　　　　　　療　養　(症状が出た時は有症状0日目に移行）
※検査で陰性が確認できれば期間の短縮も可

0日目 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

最終接触 不要不急の外出自粛（短時間での外出可能）
※検査で陰性が確認できれば期間の短縮も可 解除

詳細はこちら

外出自粛　症状軽快後24時間経過症状軽快後24時間経過　短時間での外出可能

短時間での外出可能
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月～金曜、９～17時
DV相談は女性専用

家庭相談課
☎221-0181・0182

7階
市
役
所
第
２
庁
舎

女性一般 月～金曜、10～17時
生き方や家庭、職場の悩みなど 女性のための

相談室
☎221-0123女性法律 第3金曜（祝日の場合は第2金曜）、

13～16時 要予約

教 育 月～金曜、９～17時（火曜は20時） 要予約
子どもの教育※電話・Ｅメールでの相談可

青少年教育相談センター
☎221-8080 6階

ボランティア 第3金曜、13～16時 市民協働推進課
☎225-2141 3階

生 活 困 窮
からの自立 月～金曜、９～17時 福祉総務課

☎225-28９5 1階

成年後見 第2・3水曜、13～16時 要予約 司法書士
第3木曜、13～14時 要予約 弁護士 権利擁護支援センター

☎225-2９3９ 4階
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

終 活 第2・3火曜、13～15時 要予約 司法書士

生活習慣病
予 防

2月28日、13時15分～15時20分　要予約
3月6日、13時15分～15時20分　要予約

健康づくり課
☎225-2201

3階

自殺予防
3月2日、９～12時 要予約（前日まで）
3月20日、13～16時 要予約（前日まで）
臨床心理士による「いのちのサポート相談」 2階

健 康 月～金曜、９～17時

子 育 て 8時30分～17時15分 子育て支援センター
☎225-2９22 8階 あ

つ
ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

（
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
）

就 労 月～土曜、10～17時 要予約
15～4９歳のニートや引きこもりの方の就労

若者サポートステーション
☎2９7-3067 7階

勤労者のための
法 律（ 夜 間 ）

第4金曜、17時20分～20時 要予約
労働条件、賃金不払い、解雇、生活のトラブルなど 産業振興課

☎225-2585 5階
働く人の
心の悩み 偶数月の第4水曜、18時～20時50分 要予約

歯と口の
健 康 月～金曜、９～17時 厚木歯科医師会

☎221-8733

地 域 の
困りごと

月～土曜、8時30分～17時15分（土曜は12時
まで）家族の介護や健康の悩み、地域の高
齢者の相談など

各地区の地域包括支援センター
（地域包括ケア推進課

☎225-2224に確認）

高 齢 者
介 護

月～金曜（水曜除く）、９～17時
高齢者の生活・介護全般

介護福祉課
☎225-2220

2階

市
役
所
本
庁
舎

ひとり親
家 庭 等

月～金曜、8時30分～17時
一人親家庭などが抱える悩みや自立に
関する相談など

子育て給付課
☎225-2241

税 務 2月20日、3月6日。13～16時
要予約（前週から受け付け。先着6人）

市民協働推進課
☎225-2100
（人権相談は
☎225-2215）

総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー（
１
階
）

登 記 3月13日、13～16時

法 律 火曜、第2～4水曜、10～16時
要予約（前週から受け付け。先着９人）

司 法 書
士 法 律

2月27日、13～16時
要予約（前週から受け付け。先着6人）

交通事故 2月17・24日、3月10日。13～16時
行 政 3月９日、13～16時

外 国 人 木曜、13～16時
ポルトガル語・スペイン語・英語

不 動 産 3月2日、13～16時
公 証 人 2月17日、3月3日。13～15時
行政書士 3月6日、13～16時
人 権 2月15・22日、3月1・8・15日。13～16時 
特定開発
事業紛争

金曜、９～16時 要予約
特定開発事業に関する紛争など

都市計画課
☎225-2401

マンション
管 理

第3水曜、13～16時 要予約（7日前まで）
管理組合の運営、長期修繕計画など

住宅課
☎225-2330

精神保健・
認 知 症

月4回程度 要予約 心の病気、アルコール・薬
物などの依存症、認知症の相談

厚木保健
福祉事務所
☎224-1111

厚木保健
福祉事務所

専 門 的
栄 養

９時30分～16時 要予約  難病・合併症の方やそ
の家族への食事相談

療育歯科
月2回程度（火・水曜）。９～12時、13時30分～16時
要予約 病気や障がい、発達の遅れなどがあ
る3歳未満児

エイズ・梅毒の
検 査

月2回程度（木曜）要予約
相談は匿名可能で随時受け付け

消費生活 月～金曜、９時30分～16時
契約などのトラブルや悪質商法など 消費生活

センター
☎2９4-5800

厚木商工
会議所
（4階）多重債務 第1水曜（祝日の場合は第2水曜）、13～16時 

要予約  

※ 感染症の拡大を防ぐため、中止になる場合があります。
事前に問い合わせてください。

※　　　以外は当日直接会場へ。先着順。
相談無

料 ２４時間年中無休 ◎�発信者番号は通知設定でおかけください
あつぎ健康相談ダイヤル２４ 0120-31-4156

医療機関を受診する前に電話で相談を
相談（健康・医療・介護・育児）・医療機関情報

さわやか1番 よ　　い　 ここ　 ろ

あああああ つつつつつ ぎぎぎぎぎ びびびびび ととととと

「団員同士やイベントの来場者との交流でコミュニ
ケーションに自信がついた」と話す

子どもの命を守りたい
女性消防団員

増渕 花梨さん（20・船子）
　19歳のときに女性消防団に入団しました。今
は４月から幼稚園の先生として働くための勉強
をしながら活動しています。
　通っていた幼稚園の先生が子どもの気持ちに
寄り添ってくれる優しい姿に憧れ、幼稚園教諭
になりたいと思うようになりました。夢をかな
えるため市内の短期大学に進み、その年の７月
に消防団に入りました。消防団で活動している
父と姉から救命や応急手当ての講習が受けられ
ると聞いていて、園児の命を守る知識を深めた
いと思ったのが入団のきっかけです。消防団で
は、消火器の取り扱い訓練、鮎まつりの警備な
どを経験しました。活動や講習などを通して、
改めて火災や災害への備えへの大切さを実感し

ています。
　私は小学２年生の時に、東日本大震災を経験
しました。教室で大きな揺れに襲われ、先生の
指示で避難したのを覚えています。４月からは
私が子どもたちを預かる立場になります。消防
団の活動で、「いざという時には必ず自分が守
る」という気持ちが
さらに強くなりまし
た。学んだ知識を生
かして、子どもたち
はもちろん、周りの
先生や保護者の方か
ら信頼される先生に
なりたいです。

要予約

ホースと筒先の結合訓練をする
増渕さん（右）




